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県社協のひろば…Ｐ8～11　 かながわで保育のしごと、しませんか？
　　　　　　　　　　　　　　～保育士・保育所支援センターは一つ一つの相談を大切に活動しています！
　　　　　　　　　　　　　あんしんして地域で暮らすために
　　　　　　　　　　　　　　～日常生活自立支援事業　県社協契約締結審査会の取り組み
　　　　　　　　　　　　　民生委員児童委員のなり手確保に向けて
　　　　　　　　　　　　　令和３年度 ともしび基金を活用した本会との協働モデル事業
　　　　　　　　　　　　　　～「外国につながる住民の高齢化に伴う生活課題への対応」に向けて

 【詳しくは12面へ】　撮影：菊地信夫

▶今月の表紙　 外国につながる人が、すべての人が、自分らしく年を重ねていくことができる地域づくりを目指して      
　　　―ユッカの会（多文化高齢社会ネットかながわ）

神奈川社会福祉センター開所に寄せて挨 拶 …P2



　

未
だ
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
つ
い
て
連
日
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
会
員
の
方
々

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
創
意
工
夫
で
目

の
前
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
敬
服
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
本
会
活
動
に
対
し
て
も
、
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
紙
年
頭
の
ご
挨
拶
で
、「
令
和
３

年
、
い
よ
い
よ
神
奈
川
県
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
の
移
転
等
、
心
機
一
転
の
年
」

と
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
去

る
８
月
２
日
に
無
事
、
開
所
し
た
こ
と

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
本

会
会
員
は
じ
め
、
神
奈
川
県
、
神
奈
川

県
議
会
、
関
係
者
、
建
設
関
係
者
の
皆

さ
ま
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

多
く
の
方
々
か
ら
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
整
備
方
針
を
固
め
て
か

ら
５
年
強
。
待
ち
に
待
っ
た
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
こ
こ
数
年
間
の
福
祉
を
取
り

巻
く
状
況
と
し
て
、
３
つ
の
こ
と
を
特

筆
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る

こ
と
。
二
つ
目
は
、
福
祉
人
材
の
確
保

は
、
介
護
人
材
や
保
育
人
材
だ
け
で
は

神
奈
川
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
所
に
寄
せ
て

社
会
福
祉
法
人

　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

篠  

原  

正  

治

な
く
、
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
地
域

の
担
い
手
不
足
も
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
続
い
て
い

る
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
や
本
県
が
被

災
し
た
時
の
対
応
等
に
つ
い
て
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
で
あ
る

こ
と
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
当
セ
ン

タ
ー
は
、「
福
祉
関
係
団
体
の
交
流
拠

点
」「
福
祉
・
介
護
・
保
育
人
材
の
養
成

拠
点
」「
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
的
支
援

の
拠
点
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
・
機
能

を
最
大
限
に
活
用
し
、
発
揮
し
て
い
く

必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
を
、
神
奈
川
県
民
の

福
祉
の
向
上
に
向
け
て
、
県
内
の
福
祉

関
係
者
の
皆
さ
ま
と
知
恵
を
出
し
合

い
、力
を
合
わ
せ
連
携
し
な
が
ら
、オ
ー

ル
神
奈
川
で
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令
和
３
年
８
月
吉
日
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令
和
３
年
８
月
、
本
会
の
新
た
な
拠
点

と
な
る
「
神
奈
川
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、
２
日
に
開
所
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

式
は
、
本
会
会
員
は
じ
め
関
係
者
と
と

も
に
、
盛
大
に
行
い
た
い
と
こ
ろ
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
の
期
間
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
ご
来
賓
を
お
招
き
す
る
こ
と
を
見
合

わ
せ
、
規
模
を
縮
小
し
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
篠
原
会
長
、
小
泉
副
会
長
、

そ
し
て
、
県
共
同
募
金
会
の
中
島
常
務
理

事
兼
事
務
局
長
が
テ
ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入

れ
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

篠
原
会
長
は
、
挨
拶
の
中
で
、
無
事
に

セ
ン
タ
ー
が
開
所
で
き
た
こ
と
を
喜
び
の

声
と
と
も
に
報
告
し
、
多
く
の
方
の
ご
協

賛
に
感
謝
し
つ
つ
、
県
、
県
議
会
、
本
会

会
員
、
関
係
者
、
建
設
関
係
者
等
々
へ
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
こ
こ
数
年
間
の
福
祉
を
取
り

巻
く
状
況
を
挙
げ
な
が
ら
、
新
セ
ン
タ
ー

は
、
沢
渡
の
社
会
福
祉
会
館
で
行
っ
て
き

た
会
員
や
関
係
者
と
の
協
働
に
よ
る
取
り

組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、「
福
祉
関
係

団
体
の
交
流
拠
点
」「
福
祉
・
介
護
・
保
育

人
材
の
養
成
拠
点
」「
災
害
時
に
お
け
る
福

祉
的
支
援
の
拠
点
」
と
し
て
の
役
割
・
機

能
を
会
員
組
織
、
県
共
同
募
金
会
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
発

揮
し
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
開
所
式
に
出
席
を
予
定
し
て

い
た
黒
岩
県
知
事
、
小
島
県
議
会
議
長
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
司
会
が
代
読
。
黒

岩
県
知
事
か
ら
は
、
本
セ
ン
タ
ー
が
「
新

た
な
課
題
に
も
対
応
す
る
拠
点
と
し
て
整

備
さ
れ
た
こ
と
を
、
心
強
く
思
っ
て
い
る
」

と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、小

島
県
議
会
議
長
か
ら
は「
と
も
に
生
き
、支

え
合
う
社
会
」
づ
く
り
に
向
け
た
活
動
が

さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
へ
の
期
待
の

言
葉
を
い
た
だ
き
、
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

（
企
画
課
）

テープにハサミを入れる左から小泉副会
長、篠原会長、中島県共同募金会常務理事
兼事務局長

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
https://www.fukushihoken.co.jp

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
受付時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

令和３年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円

350円 500円

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈SJ20-12302　2020.12.28 作成〉

〈引受幹事
保険会社〉

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波が起因する
死傷は補償されません。

◆災害ボランティア活動の参加は、「天災・地震
　補償プラン」への加入をおすすめします。
※被災地でのボランティア活動では、予測できない様 な々
事態が想定されます。二次被害への備えとしても、あらか
じめ「天災・地震補償プラン」に加入いただきますと、より
安心してボランティア活動に参加いただけます。

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

ふくしの保険 検索

８
月
２
日
に
開
所
式
が
開
催
さ
れ
る
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実
証
実
験
の
概
要

　

実
証
実
験
は
、
４
月
１
日
か
ら
４
月
30

日
ま
で
に
応
募
の
あ
っ
た
、
町
内
在
住
の

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
、
先
着
10
世

帯
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
月
28
日

か
ら
30
日
に
か
け
て
、
町
高
齢
介
護
課
職

員
が
各
ご
家
庭
に
機
器
を
貸
し
出
し
て
設

置
、
合
わ
せ
て
操
作
説
明
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
貸
し
出
さ
れ
る
の
は
ロ
ボ
ッ
ト
本

体
と
操
作
等
に
使
用
す
る
10
イ
ン
チ
小
型

テ
レ
ビ
端
末
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

す
る
た
め
の
ル
ー
タ
機
器
で
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
２
カ

月
間
使
用
し
て
も
ら
い
、
活
用
状
況
等
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
令
和
４
年
度
以
降
の

本
格
導
入
に
向
け
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

主
な
機
能

　

主
な
機
能
に
は
、「
今
日
の
天
気
は
？
」

「
今
日
の
ニ
ュ
ー
ス
を
教
え
て
」
な
ど
、
話

し
か
け
る
と
察
知
し
て
返
事
を
す
る
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
と
、
１
日
３
回
、

設
定
時
間
を
決
め
、
利
用
者
の
写
真
を

撮
っ
て
、
登
録
し
た
家
族
等
に
送
付
す
る

機
能
が
あ
り
ま
す
。
撮
影
が
丸
一
日
滞
っ

た
り
、
緊
急
通
報
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
た
り

す
る
と
ア
ラ
ー
ム
メ
ー
ル
が
登
録
者
に
届

く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

遠
方
に
い
る
家
族
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

「
室
内
の
様
子
を
撮
影

し
て
」
と
パ
ペ
ロ
ア
イ

に
依
頼
し
、
利
用
者
が

倒
れ
て
い
な
い
か
緊
急

写
真
撮
影
で
確
認
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
家
族
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
写
真
、
動
画

な
ど
を
預
か
っ
て
再

生
・
返
信
し
た
り
、
言

葉
の
ク
イ
ズ
や
体
操
の

動
画
を
再
生
し
た
り
と

介
護
予
防
に
効
果
が
あ

る
機
能
を
持
つ
ほ
か
、

災
害
時
等
に
町
が
発
出

す
る
防
災
メ
ー
ル
等
を

受
信
し
て
読
み
上
げ
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
表

示
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

今
後
の
導
入
に
む
け
て

　

搭
載
さ
れ
た
機
能
に
よ
っ
て
、
利
用
者

の
孤
独
感
の
解
消
、
癒
し
効
果
と
安
心
感

を
提
供
す
る
ほ
か
、
認
知
機
能
低
下
予
防

や
フ
レ
イ
ル
予
防
の
効
果
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
実
証
実
験
を
経
て
、
地
域
で
暮

ら
す
高
齢
者
と
、
遠
方
に
い
る
家
族
が
安

心
で
き
る
見
守
り
の
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 （
愛
川
町
高
齢
介
護
課
）

見
守
り
ロ
ボ
ッ
ト
を
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に
提
供

 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
会
え
な
い
家
族
も
見
守
れ
て
安
心
！
（
愛
川
町
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
地
域
住
民
や
離
れ
て
暮
ら
す
家

族
の
訪
問
に
よ
る
見
守
り
機
会
の
減
少

と
、
外
出
自
粛
な
ど
に
伴
う
社
会
活
動
及

び
交
流
機
会
の
減
少
に
よ
り
、
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
の
孤
立
や
心
身
機
能
の
低
下

か
ら
介
護
リ
ス
ク
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
愛
川
町
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｐ

ａ
Ｐ
ｅ
Ｒ
ｏ 

ｉ
（
パ
ペ
ロ
ア
イ
）」
を
活

用
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
新
し
い
見
守
り
方
法
に
つ
い
て
検
証
す

る
た
め
、
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

パ
ペ
ロ
ア
イ
を
使
っ
た
見
守
り
へ
の
取

り
組
み
は
、
全
国
で
６
事
例
目
と
な
り
、

東
日
本
地
区
で
は
初
の
導
入
事
例
と
な
り

ま
す
。

高さ30センチほどのロボットで、AIスピーカ
ーや照度センサーを内蔵している

毎日の話し相手として活躍。フレイル（加齢
による虚弱）予防や心の癒しにつながること
が期待される

【愛川町　その他のひとり暮らし高齢者見守り事業】
「ひとり暮らし高齢者等見守りサポートモデル事業」（現在は終了）
　平成29年度に春日台地区をモデル地区とし、日本郵便が提供し
ているタブレット端末を利用した安否確認や服薬確認などを通し
て、高齢者の皆さんの生活の見守り事業を実施しました。

「ひとり暮らし高齢者等みまもりでんわサービス利用料助成事業」
　ひとり暮らし高齢者等の日常生活における不安の解消を図るた
め、日本郵便が提供している「みまもりでんわサービス」を活用
した事業。ご利用者に毎日指定された時間帯に自動音声電話をお
掛けし、ご利用者への体調確認結果を、ご家族等にメールでお知
らせするサービスで、町では利用料の一部を助成しています。
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こ
れ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
に
む
け
て

ー
全
社
協
、
障
害
者
総
合
支
援
法
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
改
訂

り
や
す
く
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
人
へ
の
手
引
き
と
し
て
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
最
新
の
制
度
動
向
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
関
係
者
に
も

参
考
と
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
書
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
は
、
全
社
協
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
全
社
協
出
版
部
か

ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
冊
子
の
購
入
が
可
能
で

す
。

　

全
社
協
は
７
月
、「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
つ
い
て　

２
０
２
１
年
４

月
版
」
を
改
訂
、
刊
行
し
ま
し
た
。
障

害
者
総
合
支
援
法
に
お
け
る
各
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
て
い
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
す
。

　

本
書
に
は
、
①
障
害
者
を
対
象
と
し

た
サ
ー
ビ
ス
②
障
害
児
を
対
象
と
し
た

サ
ー
ビ
ス
③
相
談
支
援
④
地
域
生
活
支

援
事
業
⑤
利
用
の
手
続
き
⑥
利
用
者
負

担
の
仕
組
み
と
軽
減
措
置
⑦
障
害
に
係

る
自
立
支
援
医
療
⑧
補
装
具
の
制
度
⑨

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
公
表
制
度

と
、
９
つ
の
項
目
に
よ
っ
て
制
度
上
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
説
明
し
、
関
連
法

の
概
要
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
で
は
、
医
療
的

ケ
ア
児
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
基
本

報
酬
が
新
設
さ
れ
る
等
、
支
援
の
推
進

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本

書
に
も
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
己
負
担
額
や
減
免
と
な
る

費
用
が
ど
の
部
分
に
あ
た
る
の
か
等
が

図
に
よ
っ
て
解
説
さ
れ
て
お
り
、
わ
か

（
企
画
課
）

全
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

URL  https://w
w
w
.shakyo.or.

jp/dow
nload/shougai_pa

m
ph/index.htm

l

「
福
祉
の
本
出
版
目
録
」

URL  https://w
w
w
.fukushinoh

on.gr.jp/

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和３年度

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

プラン 22
プラン33
プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）

2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円
1,500円

1～50名

51～100名
100名以降1名～10名増ごと200万円

20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためのためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
　

　
　
　
　
と
　

　
　
　
　
　
　

で
す
。
　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。） 受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

〈SJ20-12299 2020.12.28作成〉
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７月24日～８月25日　　　
※新聞等掲載時点

●困窮者の住まい相談窓口を設置
 電話とメールで

　厚生労働省は、ホームレスやインターネットカ
フェで寝泊まりする人たちの住まいの悩み相談に、
電話やメールで応じる窓口「すまこま」を開く。新
型コロナウイルス感染拡大による雇用情勢悪化で家
賃を払えず、住居を失う人が増えており、相談を通
じて政府の支援策につなげることを目指す。
　窓口対応は（N）ホームレス支援全国ネットワーク
が請け負う。☎0120－050－593 平日午前9時～午後6
時で、一部の土曜日、祝日も相談を受け付ける。

●「特別支援学級」の外国籍の子ども
 文科省初の全国規模調査
　日本語が不得意な外国籍の児童生徒のうち、障害
のある子ども向けの「特別支援学級」に在籍する人
数を把握するため、文部科学省が初の全国調査に着
手した。
　日本語能力を理由に、学びを阻害されたとの訴え
が後を絶たないことから、実態を広く明らかにして
指導環境の改善につなげる必要があると判断し、調
査に踏み切った。調査票には「障害がないにもかか
わらず日本語指導が必要という理由で支援学級に入
れることは不適切」と明記している。調査結果は
2021年度末までに公表する方針。

●車いす対応のUDタクシー
 割増料金設定で3社指導
　車いすのまま乗車できる、スロープを備えたユニ
バーサルデザイン（UD）タクシーで、青森、水戸、
広島3市にあるタクシー会社が、車いす利用者の乗
降に追加料金を設定しているのは差別的な扱いに当
たるとして、運輸局が撤回するよう3社に指導した。
　利用者が車いすでUDタクシーに乗降する際、広
島市の会社は1,000円、青森市の会社は介助目的で
300円の割増料金を設定していた。
　利用者から連絡を受けた運輸局は「障害者に配慮し
て運用すべきで、追加料金は差別に当たる」と指摘した。

●介護施設の利用料　8月から大幅増　
　介護保険施設の利用料補助について、8月より大
幅な見直しがされた。補助の対象となっている住民
税非課税世帯で、所得の低い人向けの食費や部屋代
の補助が縮小されることとなり、利用料の大幅増と
なっている。
　補助を受ける要件に見直しが入り、従来は単身世
帯で1000万円となっていた預金の上限額が、650万
円～500万円に引き下げられた。これに伴い、補助
対象外となる人も出てくると考えられている。
　補助対象から外れた場合、介護保険施設の利用に
かかる食費と部屋代は自己負担となるが、厚生労働
省は「食費の負担が増えて生活が厳しくなった場
合、社会福祉法人で実施する利用者負担軽減制度が
利用できる場合がある」と案内している。

●特養のLIFE（科学的介護情報システム）
 運用支援

　かながわ福祉サービス振興会は、4月に稼働した
「LIFE」の普及に向け、神奈川県内の四つの特別養護
老人ホームをモデル事業所として取り組み、得られ
た成果をもとにLIFEの運用体制整備や活用方法な
どについて整理し、今年度末に広く周知する。
　同会はLIFE推進委員会を設置し、事業所における
LIFEの普及、支援に取り組むことにした。来年度以
降はデイサービスや老人保健施設でも実施し、2024
年度の介護報酬改定を想定した活動も行う予定。

●「移動」を個別給付に、と意見
　障害者総合支援法の見直しを進めている厚生労働
省社会保障審議会障害者部会で、市町村が行う「移
動支援」を個別給付に移すよう求める意見が上がっ
た。
　個別給付になると利用者の受給権が明確になり、
国の負担は義務的経費になる。取り組みに格差のあ
る市町村事業ではなく、全国どこでも同じような
ニーズがあるものは個別給付にすべきという考え方
が強まっている。
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　コロナ禍でラジオを聞く人が増えている、そんなデ
ータがあります。みなさんは最近ラジオを聞きました
か?もしかするとラジオって何?という方もいるかも
しれません。ラジオは電波を受信して聞く音声のみの
放送です。お店で放送が流れていたり、カーラジオを
意識せずに聞いていたり、意外に聞いたことはあると
思います。昔は聞いていたけど…という方もいるでし
ょう。もしかしたらその頃と比べて、ラジオ
は進化や変化をしているかもしれません。

ラジオを聞く方法
　ラジオ放送を聞く方法は大きく分けて2つありま
す。ひとつは放送を受信するラジオプレーヤーを使う
方法、もうひとつはスマホやパソコンでradikoとい
うアプリを使う方法です。
　ラジオプレーヤーは据え置き型のものからポケット
に入るものまでさまざまな種類があります。テレビと
比べると聞く場所を選びません。また、乾電池で動く
ものや手回し充電で動くものもあり、災害時に便利で
す。ラジオ電波が届く場所ならどこでも聞けます。
　radikoはスマホやパソコンなどのアプリです。携
帯電話回線やインターネット回線があればクリアにラ
ジオ放送を聞くことができます。タイムフリーとい
う、放送終了後1週間以内なら放送済の番組を聞くこ
との出来る機能があり、聴き逃してもあとから聞くこ
とができます。
　また、エリアごとに聞けるラジオ局が設定されていま
す。設定されているエリア内ならば少し遠いラジオ局
の放送も聞くことができます。例えば神奈川県西部で
も埼玉や千葉の放送を聞くことができます。radikoの
有料プランに加入すれば全国の放送を聞くことができ
ます。例えば好きな芸能人などが違うエリアで番組を
持っている場合、有料プランにするのもお勧めです。
　ラジオでもradikoでも、家にいる時間でも電車の中

でもクルマの中でも気軽に番組を聞くことができます。

番組を探してみよう
　ラジオ番組には情報番組・ニュース番組・音楽番
組・トーク中心の番組・スポーツ実況など種類もいろ
いろあります。また、ラジオ局によってさまざまな特
徴があります。番組を探すには新聞のラジオテレビ欄
やラジオ局のサイト等の他、radikoならばアプリ内
に番組表があります。この番組が始まると何時、この
コーナーが始まると何時というように時報代わりに、
生活のリズム作りに使うこともできます。

ラジオは双方向
　ラジオの向こうには人がいます。出演しているDJ
だけではなく、どこかで同じ番組を聴いているリスナ
ーがいます。メールやファクシミリを募集しているリ
スナー参加型の番組も多く、今はTwitter等のSNSで
同じ番組を聴いている仲間と交流することもできます。
　ラジオから流れる情報や音楽は、自分自身のチョイ
スではなく他の誰かが選んだものです。自分では思い
つかないような新しい発見や出会いがあります。特に
生放送の番組では、今読まれたメールの反応をすぐに
メールで送ることが出来るなど、
近くに「人」を感じることができま
す。そんな見知らぬ誰かの楽しい
ことや悩みをなんとなく共有出来
るのもラジオです。テレビと比べ
ると番組ととても近いです。
　ラジオの場合、耳から入る音声
がすべての情報です。すこし目を休めながらでも聞け
るし、何かしながら聞くにも向いています。特にコロ
ナ禍の今、情報の波に疲れを感じている方もいると思
います。そんな時、たまにはラジオに切り替えて、少
しだけゆったりしてみませんか。

 今月は
⇨  bipolar-quest（ばいぽーらくえすと）

がお伝えします !　

〈連絡先〉 URL https://bipolar-quest.com
 ばいぽーらくえすと　で検索
 サイト内のお問い合わせよりご連絡ください

　あなたはラジオを聞きますか？テレワーク中や、おう
ち時間が多くなったことで、ラジオを聞く方が増えてい
るそうです。今聞いてない方の中には、「ラジオって
何？」という方もいると思いますし、「昔聞いていたなぁ」
という方もいると思います。
　ラジオは音声だけの放送なので、気軽に気楽に聞くこ
とができます。ラジオを聞く方法や番組の探し方などの
最近のラジオ事情を含め、ラジオの楽しさや魅力をお伝
えします。

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者等の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

「新しい」「懐かしい」「いつもの」
ラジオに触れてみませんか？

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

　双極性障害当事者の生き方を探求・探索するために語り合う集ま
りです。参加条件は双極性障害（躁うつ病・双極症）と診断された当
事者。ニックネーム制・予約不要・テーマ持ちより制・自己紹介必
須。主に横浜で活動中。2013年活動開始。
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2020年で創立60周年 

〒236－0004
横浜市金沢区福浦2－1－12
TEL 045(785)1700
FAX 045(784)6902 http://www.kki.co.jp/

デザイン

印 刷

ホームページ
制作

社会福祉事業等の経理相談・経理指導・会計監査・経営相談
指導監査に関する相談・指導

社会福祉法人会計・法人運営に関する研修の受託

代表理事　八木  時雄（☎042－773－9266）

理　　事　辻村  祥造（☎045－311－5162）

　  同　　 西迫  一郎（☎046－221－1328）

　  同　　 浅木  克眞（☎045－751－2734）

　

今
般
、
保
育
所
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
検
温
、
手

指
・
遊
具
・
部
屋
な
ど
の
入
念
な
消
毒

作
業
や
、
保
護
者
へ
の
子
ど
も
の
引
き

渡
し
方
法
の
変
更
、
分
散
保
育
の
実
施

な
ど
で
、
保
育
士
の
業
務
量
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
全
社
協
全
国
保
育
協
議
会
が

昨
年
11
月
に
公
表
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
等
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
は
保
育
所
の

利
用
者
の
み
な
ら
ず
、
保
育
関
係
者
が

保
育
所
の
社
会
的
意
義
や
役
割
を
再
確

認
・
再
評
価
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
や
、
保
育
士
自
身
も
、
自
分
の
専

門
的
な
仕
事
の
重
要
性
が
再
確
認
で
き

た
と
い
う
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
保
育
士
は
今
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
守
る
た
め
、
厳
し
い
環

境
下
で
、
自
ら
専
門
性
を
見
つ
め
直
し
、

仕
事
の
意
義
を
感
じ
な
が
ら
働
い
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
か
な
が
わ
保
育
士
・

保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン

タ
ー
）
で
は
８
月
21
日
に
、
感
染
症
予

防
対
策
を
強
化
し
、
海
老
名
市
総
合
福

祉
会
館
で
保
育
の
し
ご
と
就
職
相
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
の
は
、

久
し
ぶ
り
の
現
場
復
帰
を
考
え
た
も
の

の
不
安
要
素
が
あ
る
人
、
コ
ロ
ナ
禍
で

園
の
保
育
方
針
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
知
り
た
い
人
、
あ
る
い
は
国
家

試
験
や
県
独
自
試
験
を
合
格
し
、
園
で

の
実
習
経
験
が
な
い
が
勤
め
て
み
た
い

と
考
え
て
い
る
人
、
学
校
を
卒
業
し
て

来
春
か
ら
働
こ
う
と
考
え
て
い
る
人
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
で
し
た
。
相
談
会
参

加
者
の
感
想
か
ら
は
「
な
か
な
か
現
場

の
方
に
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
直
接
伺
う
こ
と
で
不
安

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
」「
こ
の
よ
う
な

状
況
で
も
開
催
し
て
い
た
だ
き
有
難

セ
ン
タ
ー
で
は
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

就
職
活
動
で
ネ
ッ
ト
や
紙
か
ら
の
情
報

だ
け
を
も
っ
て
応
募
ま
で
進
む
こ
と
は

ミ
ス
マ
ッ
チ
や
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
く

求
人
事
業
者
側
も
、
と
り
わ
け
子
ど
も

の
命
を
預
か
る
職
場
で
は
、
直
接
求
職

者
と
対
面
し
て
の
採
用
活
動
が
必
要
で

す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
委
託
元
の
県
・
横
浜

市
・
川
崎
市
・
相
模
原
市
・
横
須
賀
市

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
と
も
に
働
く

仲
間
を
増
や
す
た
め
、
保
育
士
と
し
て

働
き
た
い
人
と
、
働
く
人
を
求
め
る
保

育
所
と
の
橋
渡
し
を
丁
寧
に
行
い
、
求

人
・
求
職
者
の
活
動
支
援
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
（
か
な
が
わ
保
育
士
・

保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
）

か
な
が
わ
で
保
育
の
し
ご
と
、
し
ま
せ
ん
か
？

〜
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
は
一
つ
一
つ
の
相
談
を
大
切
に
活
動
し
て
い
ま
す
！

今後の「保育のしごと就職
相談会」開催予定

10月２日・日石横浜ホール（横浜市）／
11月30日・シリウス（大和市）／12月18
日・新百合21ホール（川崎市）／Ｒ４年
２月25日・ユニコムプラザさがみはら
（相模原市）／※感染状況により中止す
る場合があります。詳細はホームペー
ジ（https://www.kanagawahoiku.
jp/）でご確認ください。

か
っ
た
。
園
見
学

を
遠
慮
し
て
い
た

の
で
、
担
当
者
と

話
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」「
各
法
人

の
保
育
理
念
が
わ

か
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
い
う
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

対
面
だ
け
で
な

く
電
話
や
メ
ー
ル

で
の
求
職
相
談
も
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日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
は

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、
認
知

症
や
知
的
障
害
、精
神
障
害
等
に
よ
り
、

日
常
の
生
活
に
不
安
の
あ
る
方
が
地
域

で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

を
中
心
に
、
金
銭
管
理
や
重
要
書
類
等

の
預
か
り
な
ど
の
支
援
を
通
じ
て
、
判

断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
等
の
権
利
を

守
る
事
業
で
す
。
本
県
（
政
令
市
を
除

く
）
で
は
、
令
和
３
年
３
月
末
現
在
、

８
７
３
人
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。〈
図
１
〉

　

本
事
業
は
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な

い
方
等
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
契
約
が
前
提

と
な
る
た
め
、
本
人
に
利
用
契
約
の
内

容
を
理
解
で
き
る
能
力
と
、
利
用
意
思

が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

社
協
の
専
門
員
に
よ
る
相
談
・
調
査
を

行
い
ま
す
が
、
本
人
の
契
約
締
結
能
力

に
疑
義
が
あ
る
等
の
場
合
等
に
は
、
契

約
締
結
審
査
会
で
審
査
を
行
う
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
社
協
契
約
締
結
審
査
会

　

こ
の
契
約
締
結
審
査
会
で
は
、
本
人

の
契
約
締
結
能
力
の
有
無
や
本
事
業
の

支
援
の
必
要
性
、
支
援
内
容
に
つ
い
て
、

法
律
、
福
祉
・
医
療
な
ど
の
専
門
的
見

地
か
ら
審
査
を
行
う
と
と
も
に
、
本
人

を
支
援
す
る
際
の
留
意
点
な
ど
の
助
言

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
１
年
間
の
審
査
状
況

　

令
和
２
年
度
の
契
約
締
結
審
査
会
で

は
、
計
19
件
の
審
査
・
助
言
を
行
い
ま

し
た
。
認
知
症
の
進
行
に
よ
り
金
銭
管

理
が
難
し
く
な
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
本
人

の
障
害
特
性
を
踏
ま
え
た
関
わ
り
方
が

必
要
な
ケ
ー
ス
、
最
近
増
え
る
傾
向
に

あ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
買

い
物
に
よ
り
生
活
費
が
逼ひ

っ
ぱ
く迫
し
て
い
る

ケ
ー
ス
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
案
件
が
あ
り

ま
し
た
。

あ
ん
し
ん
し
て
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

〜
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業　

県
社
協
契
約
締
結
審
査
会
の
取
り
組
み

　

ま
た
、
本
人
の
判
断
能
力
の
低
下
に

よ
り
成
年
後
見
制
度
へ
移
行
す
る
必
要

性
の
あ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
お
り
、

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
に

お
い
て
も
、
本
事
業
か
ら
成
年
後
見
制

度
へ
の
適
切
な
移
行
に
つ
い
て
は
課
題

と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
の
継
続

　

本
事
業
は
本
人
の
日
常
生
活
の
支
援

を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
継
続
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
訪
問
時
間
の
短
縮

や
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
面
談
な
ど
、
感

染
予
防
策
を
講
じ
な
が
ら
支
援
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

直
接
本
人
と
面
談
が
出
来
な
い
中

で
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
行
う
こ
と
の
難
し
さ
を
抱
え
な
が
ら

も
活
動
し
て
い
る
専
門
員
を
支
え
る
た

め
、
契
約
締
結
審
査
会
自
体
も
緊
急
事

態
宣
言
下
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
等
を
活
用

し
な
が
ら
開
催
し
、
審
査
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

　

契
約
締
結
審
査
会
で
は
、
判
断
能
力

が
十
分
で
な
い
方
で
あ
っ
て
も
、
見
守

り
や
金
銭
管
理
等
を
通
じ
て
、
意
思
決

定
の
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
そ
の
人
ら

し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
意
見
を
出
し
合

い
、
審
査
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

（
権
利
擁
護
推
進
課
）

No. 審査会での審査事項（県社協専門員活動マニュアル抜粋）

１「契約締結判定ガイドライン※」で契約締結能力に疑義がある。※本事業の利用意思・判断能力についての調査
２ 毎月の収支が赤字となる人の支援計画の作成。
３ 負債の返済を支援計画に記載し、日常的金銭管理サービスで支援する。
４ 成年後見人等もしくは成年後見人等が選任された本人と契約する。
５ 親権者から同意書を得ることができない未成年者と契約する。
６ 市町村社協からの解約を申し出る場合

７
その他、利用者の利用意思、契約締結能力に疑義はないが、
何らかの理由によって、本事業による契約の可否・支援の
必要性について事務局内での判断が難しい。

H28 H29 H30 H31
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い
ま
地
域
で
は
、
高
齢
化
や
人
口
減

少
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
る

住
民
の
生
活
課
題
の
多
様
化
、
複
合
化

が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
民

生
委
員
児
童
委
員
（
以
下
、
委
員
）
の

活
動
へ
の
期
待
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
欠
員
の
増
加
や
在

任
期
間
の
短
縮
化
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
中
長
期
的
な
視
野
で
充

足
率
向
上
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〝
仕
事
・
子
育
て
・
介
護
を
し
な
が
ら
〞

活
動
し
て
い
る
民
生
委
員
児
童
委
員
に

関
す
る
調
査
報
告
書

　

こ
う
し
た
中
、
本
会
民
生
委
員
児
童

委
員
部
会
（
以
下
、
部
会
）
で
は
、
今

後
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
「
仕
事
・
子

育
て
・
介
護
を
し
な
が
ら
」（
以
下
、

「
○
○
し
な
が
ら
」）
活
動
す
る
委
員
の

現
状
を
把
握
し
、「
○
○
し
な
が
ら
」
で

も
委
員
活
動
を
継
続
し
や
す
い
環
境
に

つ
い
て
整
理
す
る
た
め
に
、
平
成
31
年

か
ら
令
和
２
年
度
に
か
け
て
委
員
に
ア

ン
ケ
ー
ト
及
び
聞
き
取
り
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
県
内
委
員

９
６
２
６
名
の
う
ち
、
約
半
数
が
仕
事
、

子
育
て
、
介
護
の
い
ず
れ
か
を
行
い
な

が
ら
委
員
活
動
を
し
て
お
り
、
重
複
し

て
行
っ
て
い
る
委
員
も
７
．
２
％
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

「
○
○
し
な
が
ら
」
活
動
す
る
委
員
７
名

へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
会
社
勤
め

や
介
護
・
育
児
等
で
培
っ
た
経
験
や
知

識
が
委
員
活
動
の
中
で
生
か
さ
れ
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
て
い
く
こ

と
へ
の
喜
び
や
や
り
が
い
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
声
か
ら
、「
○
○
し
な
が
ら

で
も
委
員
活
動
で
き
る
た
め
の
『
11
の

要
素
』」
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
は
こ
う
し
た
要
素
を
ふ
ま
え
、

「
○
○
し
な
が
ら
」
で
も
委
員
活
動
し
や

す
く
な
る
よ
う
部
会
と
し
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
各
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
や
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
ま
い

り
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
の
な
り
手
確
保
に
向
け
て

「○○しながらでも委員活動できるための『11の要素』」
①会議等の出欠について周囲の理解があること
②役職・役割任命時の配慮があること
③委員同士の支え合いができること
④無理なく活動していこうと申し合せをすること
⑤効率的に学べる機会があること
⑥ 職場の理解と家族の協力を得やすくするための工夫をすること
⑦委員として大切にすべきことの共有ができること
⑧関係機関との連携の仕組みがあること
⑨みんなが納得する民児協運営をすること
⑩○○の経験を委員活動に活かすこと
⑪「委員になって良かった」という気持ちを大切にすること

Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

ご
紹
介

　

一
方
で
、
委
員
を
身
近
な
存
在
と
し

て
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
全
国
的
な
取

り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
国

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
で
は
、
７

月
か
ら
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
の
支
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
よ
る
全
国
規
模
の
広
報
を
展

開
し
て
い
ま
す
。「
学
生
時
代
、
ク
ラ
ス

に
学
級
委
員
が
い
た
よ
う
に
、
自
分
の

ま
ち
に
は
委
員
が
い
る
」
と
、
①
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
、②
新
聞
・
雑
誌
広
告
、

③
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
３
つ
を
通
じ
て
、

１
年
間
に
わ
た
り
発
信
し
続
け
ま
す
。

広
告
は
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
視
聴
に
な
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
地
域
課
）

Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

URL http://w
w
w
.ad-c.

or.jp/cam
paign/

support/ support_
07.htm

l

〇〇しながら活動している委員内訳
（複数回答）

仕事 4197
40.5％ 仕事

子育て
介護
該当なし
未記入

子育て 503
4.8％介護 820

7.9％

該当なし 
4197
40.5％

未記入 656
6.3％

〝
仕
事
・
子
育
て
・
介
護
を
し
な
が
ら
〞

活
動
し
て
い
る
民
生
委
員
児
童
委
員
に

関
す
る
調
査
報
告
書
（
2
0
2
1
年
６

月
発
行
）

URL http://w
w
w
.knsyk.

jp/s/shiru/m
inzikyo_

bukai.htm
l
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

令和３年度ＴＫＮＫ事業予定
・ シンポジウムの開催（年２回
程度）

・ 県民講座の開催（年４回程度）
・ 「やさしい日本語」講座（計９
回程度）

・ 外国につながる高齢者へのイン
タビュー調査及び報告書（速報
版）作成

・その他、文献調査等

　

今
年
度
か
ら
、
と
も
し
び
基
金
に
よ

る
助
成
事
業
と
し
て
、
本
会
と
の
協
働

モ
デ
ル
事
業
「
外
国
に
つ
な
が
る
住
民

の
高
齢
化
に
伴
う
生
活
課
題
へ
の
対
応
」

に
関
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
本
事
業
の
助
成
先
で
あ
る
ユ
ッ
カ

の
会
は
、
中
国
残
留
邦
人
帰
国
者
家
族

や
外
国
に
つ
な
が
る
人
々
の
日
本
語
学

習
、
子
ど
も
の
補
習
、
生
活
上
の
相
談

等
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
。
こ
の
協
働
事
業
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
事
業
に
賛
同
す
る
専
門
職
等
の

有
志
を
募
り
、
ユ
ッ
カ
の
会
内
に
「
多

文
化
高
齢
社
会
ネ
ッ
ト
か
な
が
わ
（
以

下
、Ｔ
Ｋ
Ｎ
Ｋ
）」と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
て
、
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
外
国
に
つ
な
が
る
住
民
の
高
齢
化
」

に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
実
態
把
握
、

福
祉
施
設
等
の
受
け
入
れ
体
制
の
把

握
、
情
報
提
供
の
仕
組
み
、
支
援
の
た

め
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
当
事
者
や
支
援
者

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
な
ど
を
通
し
て
課

題
を
投
げ
か
け
、
住
民
や
関
係
者
の
理

解
を
広
げ
な
が
ら
、
多
文
化
理
解
の
促

進
、
や
さ
し
い
日
本
語
の
普
及
、
多
言

語
対
応
の
進
展
等
を
踏
ま
え
た
各
種

サ
ー
ビ
ス
開
発
と
、
そ
れ
ら
取
り
組
み

を
通
し
た
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
な
社
会
の
実
現
、
す
べ
て
の
人

が
自
分
ら
し
く
年
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

　

今
年
度
は
別
表
の
事
業
を
実
施
予

定
。
３
年
間
で
、
①
外
国
人
住
民
高
齢

化
の
現
状
把
握
（
調
査
・
報
告
）、
②
外

国
人
高
齢
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
の
有
無

の
把
握
（
調
査
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
）、

③
介
護
保
険
制
度
等
の
周
知
の
検
討
及

び
実
施
（
講
座
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
作

成
）、④
文
化
的
お
よ
び
言
語
的
多
様
性

に
配
慮
し
た
外
国
人
高
齢
者
向
け
の

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
・
実
践
）
の
４
つ
を
目
指
し
ま
す
。

　

多
文
化
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
Ｔ
Ｋ

Ｎ
Ｋ
と
、
地
域
福
祉
に
か
か
わ
る
多
様

な
組
織
・
団
体
の
協
議
体
で
あ
る
本
会

が
協
働
し
て
、
豊
か
な
地
域
社
会
が
開

け
て
い
く
よ
う
、
取
り
組
み
を
す
す
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
（
地
域
課
）

会
員
・
関
係
機
関
主
催

社
会
福
祉
会
計
簿
記
認
定
試
験

◇
日
時
＝
12
月
５
日
（
日
）　

◇
会
場
＝
東
武
横
浜
第
３
ビ
ル
第
２
会
議

室
（
横
浜
市
西
区
北
幸
２

－

８

－

29
）

◇
費
用
＝
初
級
６
６
０
０
円
、
中
級
８

８
０
０
円
、
上
級
（
２
科
目
）
１
７

６
０
０
円　

※
上
級
の
単
科
目
受
験
は
１
１
０
０
０
円

◇
申
込
期
間
＝
９
月
13
日
（
月
）
〜
11

月
８
日
（
月
）　

◇
問
合
先
＝
（
一
社
）
神
奈
川
県
福
祉

研
究
会　

　

☎
０
４
２
―
７
７
３
―
９
２
６
６

FAX

０
４
２
―
７
７
３
―
０
８
３
４

寄
附
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
交
通
遺
児
援
護
基
金
】（
株
）エ
ス
ホ
ケ
ン

【
子
ど
も
福
祉
基
金
】
脇
隆
志
、
ド
リ
ー

ム
財
団
、（
株
）エ
ス
ホ
ケ
ン

【
と
も
し
び
基
金
】
ド
リ
ー
ム
財
団

【
県
社
協
へ
の
寄
附
】（
福
）神
奈
川
県
共

同
募
金
会
、
福
田
勝
樹

（
合
計
７
件
７
２
０
５
０
円
）

【
寄
附
物
品
】（
株
）
洋
光

【
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
】

〈
寄
附
物
品
〉（
公
社
）フ
ー
ド
バ
ン
ク
か

な
が
わ
、（
Ｎ
）セ
カ
ン
ド
・
ハ
ー
ベ

ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

（
い
ず
れ
も
順
不
同
、
敬
称
略
）

令
和
３
年
度
と
も
し
び
基
金
を
活
用
し
た
本
会
と
の
協
働
モ
デ
ル
事
業

〜
「
外
国
に
つ
な
が
る
住
民
の
高
齢
化
に
伴
う
生
活
課
題
へ
の
対
応
」
に
向
け
て
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と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
」
と
顔
を
ほ

こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

　

木
野
美
穂
さ
ん
は
、
日
本
語
教
師
を

経
て
外
国
に
つ
な
が
る
人
た
ち
の
暮
ら

し
に
近
い
活
動
を
し
た
い
と
ユ
ッ
カ
の

会
に
参
加
。
会
が
１
９
９
０
年
代
当
時

に
、
外
国
に
つ
な
が
る
人
た
ち
を
生
活

者
と
し
て
捉
え
、
多
方
面
の
活
動
を
展

開
し
て
い
た
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
た
と

の
こ
と
。「
Ｔ
Ｋ
Ｎ
Ｋ
の
活
動
を
通
し
て

福
祉
、
教
育
、
国
際
理
解
、
市
民
活
動

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
た
ち
が
さ

ら
に
学
び
合
い
、
連
携
を
深
め
て
ゆ
け

る
と
い
い
で
す
ね
」
と
期
待
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｋ
Ｎ
Ｋ
は
「
も
っ
と
当
事
者
の
声

を
聞
き
、
そ
こ
か
ら
み
ん
な
が
暮
ら
し

や
す
い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
出
発
点
を
大
切
に
、
グ
ル
ー
プ

内
外
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
な
が
ら

活
動
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

Ｔ
Ｋ
Ｎ
Ｋ
の
関
連
記
事
は
、11
面
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
企
画
課
）
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本
県
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
か
ら

住
み
始
め
た
「
外
国
に
つ
な
が
る
人
」

が
多
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
昨
今
、
彼

ら
は
高
齢
期
を
迎
え
、
子
ど
も
世
代
が

介
護
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
母
文
化
と
の
違
い
や
言
葉
の

壁
な
ど
に
よ
り
、
介
護
保
険
制
度
を
十

分
に
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
必
要
な
時
に
適
切
な
形
で

利
用
で
き
な
い
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
ユ
ッ
カ
の

会
（
11
面
参
照
）
の
事
業
グ
ル
ー
プ
と

し
て
、「
多
文
化
高
齢
社
会
ネ
ッ
ト
か
な

が
わ
（
以
下
、
Ｔ
Ｋ
Ｎ
Ｋ
）」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
Ｔ
Ｋ
Ｎ
Ｋ
で
は
、
本
県
に

暮
ら
す
多
文
化
の
背
景
を
持
つ
人
た
ち

と
、
言
葉
や
文
化
、
宗
教
の
違
い
を
超

え
て
共
に
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、

社
会
福
祉
、
介
護
福
祉
、
地
域
日
本
語
、

日
本
語
教
育
、
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
等
の
実
践
経
験
を
持
つ
、
多
職

種
・
多
領
域
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

横
浜
市
国
際
交
流
協
会
職
員
で
も
あ

る
門
美
由
紀
さ
ん
は
、
社
会
福
祉
士
、

研
究
者
と
し
て
、
県
内
外
で
多
職
種
・

多
領
域
の
仲
間
と
多
文
化
共
生
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
、調
査
、勉
強
会
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
Ｔ
Ｋ
Ｎ
Ｋ
総
括
と
し
て

「
外
国
に
つ
な
が
る
人
々
も
、
安
心
し
て

子
育
て
や
年
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、少
し
の『
安
心
』を
積
み
重
ね
、
拡

げ
て
い
く
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
き

た
い
」
と
活
動
へ
の
想
い
を
語
り
ま
す
。

　

企
業
を
退
職
後
に
ユ
ッ
カ
の
会
で
活

動
を
始
め
た
川
西
良
春
さ
ん
は
、
企
業

時
代
の
経
験
か
ら
、
相
手
の
話
を
じ
っ

く
り
と
聞
く
こ
と
が
得
意
。
外
国
に
つ

な
が
る
人
た
ち
と
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
実
施
を
し
て
い
ま
す
。「
日
本
語

教
室
な
ど
、
教
え
る
と
い
う
感
覚
で
は

な
く
、
自
分
も
一
緒
に
勉
強
す
る
友
人

外
国
に
つ
な
が
る
人
々
の
安
心
を
積
み
重
ね
て

―
ユ
ッ
カ
の
会
（
多
文
化
高
齢
社
会
ネ
ッ
ト
か
な
が
わ
）
の
活
動

「１人でも多くの人がつなが
れる場づくりをしたい」と
門さん

「関わった子どもたちの成長
は、自分の孫のようにうれ
しい」と川西さん

「外国につながる人も皆が
隣人として共に楽しみ、力
を出し合う地域にしたい」
と木野さん

神奈川県弁護士会
成年後見センター みまもり
まずはお電話ください「みまもりダイヤル」

045-211-7720 成年後見に関する
無料電話相談

（20分以内）

神奈川県弁護士会　〒231-0021 横浜市中区日本大通9

成年後見のことなら、どなたでも、どの段階でも弁護士が相談を受けます。

12


